
鎌
倉
末

・
南
北
朝
期
の
法
隆
寺
と
延
年

坂

井

孝

一
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め
に
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「
延
年
」

と
は
、

中
世

の
寺

院
に
お

い
て
、
法
会
な
ど

の
後

で
余

興
的
に
行
わ
れ
た
僧
侶

に
よ
る
各
種

の
芸
能

の
こ
と

で
あ
る
。
本
来

は
、
貴

族

の
遊
宴

の
場

で
、

「
遽
齢
延
年
」
す

な
わ
ち

長
寿
を
招
来

し
祝
福
す
る
た

め

の
芸
能
と
し

て
行
わ

れ
た
も

の
で
あ

っ
た
が
、
院
政
期
以
降
、

寺
院
社

会
に
と
り

い
れ
ら
れ
、
中
世
に
は
僧
侶

に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
単
純

・
素
朴
な
歌
舞
劇

の
形
式
を
持

っ
た
芸
能
と

し
て
定
着
し
た
。

(
-
)

大
和

国
多
武

峰
寺

に
は
、
中
世
末

の
作

と
さ
れ
る

『多
武

峰
延
年

詞
章
』

が
残

さ
れ

て

い
る
。

こ
れ
は

「
大
風

流

・
小
風
流

・
開

口

・
当

弁

・
連
事
」
と

い

っ
た
各
種

の
延
年
芸
能

の
台
本
で
あ

る
。
こ

の
う
ち
大
小

の

「
風
流
」
は
、
劇
と
し

て
は
単
純

で
稚
拙

で
は
あ

る
も

の
の
、

「
能
」

に
通

じ
る
構
成

や
内
容
を
持

っ
て
お
り
、

こ
れ
は
延
年
芸

能
が
、
観
阿
弥

・
世
阿
弥

に
よ

っ
て
大
成
さ
れ
る
以
前

の

「猿
楽
能
」

と
何

ら
か

の
交
渉
を
持
ち
、
何
ら
か
の
影
響

関
係
に
あ

っ
た

こ
と
を
示
唆
す

る
も

の
で
あ

る
。
従

来

の
延
年

研
究
は

こ
の
た
め
、
猿
楽
能

の
成
立
過

(2

)

程

の
解
明
と

い
う
視
角

に
よ

っ
て
な
さ
れ
た
も

の
が
多

く
、
延
年
そ
れ
自
体

の
研
究

は
お

ろ
そ
か

に
さ
れ
る
傾
向

が
強
か

っ
た
。
し
か
し
、
鎌

倉
期

の
史
料

は
断
片
的
な
も

の
ば
か
り

で
あ
る
上
、
史
料
解
釈

の
点

で
も
研
究
者

の
間
で
統

一
的
な
見
解
が
見

い
出

せ
ず
、
現
在

こ
う

し
た
視
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角

に
よ
る
研
究
は
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て

い
る
。

一
方
、
寺

院
史
研
究

の
盛
行
に
伴

い
、
延
年

そ
の
も

の
を
寺
院
社
会

の
秩
序

の
中
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
動
き
が
現
れ
て
き
た
。
松
尾
恒

(
3
)

一
氏
に
よ
る

一
連

の
研
究
は
そ

の
代
表
的
な
も

の
で
あ

る
。
氏
は
、
延
年

の
詞
章
を
分
析
す

る
だ
け

で
な
く
、
「
延
年
会
」
全
体

の
性
格

を
分

析
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
、
そ
う

し
た
観
点

か
ら
、
「
延
年
会
」
が

=

味
和
合
」

「
一
味
同
心
」

の
精
神

に
基
づ
く
衆
徒

の
蜂
起

・

集
会

の
作
法

に
源
を
持

つ
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
、
し
た
が

っ
て
決
し
て
単
な
る
慰
安
的
な
余
興

の
た
め
の
芸
能

で
は
な
く
、
極
め
て
儀
礼
的
性

格

の
強

い

「
祝
祭
」

と
も

い
う

べ
き
行
事

で
あ

っ
た
こ
と
、
と
く
に
院
政
期

・
鎌
倉

初
期
と

い
う
寺
院
に
お
け

る
延
年

の
発
生
期

に
は
、
勢
力

を
拡
大
し
た
衆
徒
層

の
寺
家
政
所
に
対
す
る
政
治
的
な
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
と
し
て
の
意
義
を
有
し
て

い
た

こ
と
等

の
点
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
氏
は
ま
た
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝

・
室
町
期
と
時
代
が
下
る
に

つ
れ
、
政
所
側
が
衆
徒

の
祭
儀
を
積
極
的
に
取
り
込
む
よ
う

に
な

っ
た

た
め
、
延
年
が
元
来
持

っ
て

い
た
政
治
行
動
と
し

て
の
有
効
性

は
失
わ
れ
、
会

の
開
催

は
衆
徒
と
政
所

の
協
力
態
勢

で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ

た
こ
と
、
そ

の
場
合

、
会

の
目
的
は
賓
客
に
対
す
る
饗
応
と
、
僧
侶

の
任
官

・
昇
進

に
際
し

て
の
祝
賀
で
あ

っ
た
こ
と
等

の
点

に

つ
い
て
も
解

明
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
従
来
、
遊
芸
を

「道
」
と
し
猿
楽
座

の
よ
う
な
組
織
を
持

っ
た
存
在
と

み
な
さ
れ
て

い
た

「
遊
僧
」

に

つ
い
て
も
、
他

の
寺
僧
と
同
様
寺
院

の
膓
次
階
梯
組
織
に
組

み
込
ま

れ
た
存
在

で
あ
り
、
猿
楽
座

の
よ
う
な
芸
能
集
団
と

は
分
け
て
考
え

る
べ
き

で
あ

る
と
主

張

さ
れ
た
。

氏

の
こ
う
し
た
精
力
的
な
研
究

は
、
着
眼
点
と

い
い
、
考
察

の
方
法
と

い
い
、
極

め
て
斬
新

で
示
唆
に
富
む
も

の
で
あ

る
。
筆
者
自
身
大

い

(4

)

に
刺
激
を
受
け
、
別
稿

に
お

い
て

『嘉
元
記
』

に
見
え

る
鎌
倉
末

・
南
北
朝
期

の
法
隆
寺

の
延
年

の
担

い
手
に

つ
い
て
論
じ
て
み
た
。
そ
の
結

果
、
当
該
時
期

の
法
隆
寺

の
延
年
を
担

っ
て

い
た

の
は
、
遊
芸
を
自

ら

の

「道
」
と
す

る
僧
侶

「
遊
僧
」

で
は
な
く
、
芸
能

に
堪

能
な
僧

侶

「
狂
僧
」
が

「
遊
僧
」

に
質
的
変
化
を
遂
げ

る
過
程

の
、
言
わ
ば
過
渡
的
な
存
在

で
あ

っ
た
と

い
う
結
論
を
得
た
。
そ
し

て
、
そ

の
歴
史
的
背

景
と
し
て
、
延
年
及
び
延
年
会

そ
の
も

の
の
変
化
と
、
鎌
倉
末
期

の
法
隆
寺

々
内
に
お
け
る
寺
僧
組
織

や
僧
侶
集
団

の
変
化
を
想
定

し
た
。
本

稿
は
そ

の
続
稿
と
も

い
う

べ
き
も

の
で
あ

る
。



さ
て
、
当
該
時
期

の
法
隆
寺

の
延
年

の
実
態
を
考
察
す

る
上

で
最
も
重
要
な
史
料

は

『嘉

元
記
』
・
『請
雨
奮
記
』

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

本
稿

に
お

い
て
も

こ
の
二

つ
の
史
料
を
中
心

に
論
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
必
要

に
応
じ
て

『寺
要
日
記
』
・
『寺
務
御

拝
堂
注
文
』
・
『寺
務

(
5
)

拝
堂
奮
記
』
・
『法
隆
寺

別
当
次
第
』
等

の
記
録

や
編
纂
物
等
を
参

照
す

る
こ
と
に
し
た

い
。

法
隆
寺
の
延
年
僧
の
概
要
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延
年
僧

の
実
態
と

い
う
問

題
に
関

し
て
、
前
稿

で
は
紙
数

の
制
約

の
関
係
上
、
特
徴

の
あ

る
人
物
を
抽
出
し
て
論
じ
る
と

い
う
方
法
を
と

っ

た
。
本
稿
で
は
、
そ
こ
で
触

れ
得
な
か

っ
た
人
物

に

つ
い
て
も
何

ら
か
の
形
で
言
及
し
、
出
来

る
限
り
そ

の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
み
た

い
。

そ
の
た
め
に
ま
と
め
た
も

の
が
次

の
表

で
あ

る
。
前
稿

で
も
述

べ
た
如
く
、
延
年
僧

の
名
前
を
確
認
で
き

る
史
料

に
は

『嘉
元
記
』
及
び

『請

雨
奮
記
』

の

(イ
)
延
慶

三
年

四
月

五
日
条

・
(
ロ
)
正
和

五
年
九
月
廿
九

日
条

・
(
ハ
)

元
応
三
年

(11
元
亨

元
年
)

九
月
廿
五
日
条
が
あ

る
。

こ
の
表
は
、
こ
れ
ら

の
記
事

に
登
場
す
る
延
年
僧

の
寺
内

に
お
け
る
地
位

・
職
務
、
活
動
内
容
な
ど

の
概
要
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。

僧

名

内

容

出

典

①
永
縁
房

祈
雨
の
た
め
の
龍
池
社
へ
の
参
龍
衆

『請

』

元
応
三
・

八
・

八

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
延
年
で
供
奉
衆

(
ハ
)

②
願
識
房
乗
弁

住吉

ノ
草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で
「
王
の
舞」

(
イ)

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
番
論
義
で
間
者

(
ハ
)

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
最
勝
十
講
で
転
読
衆

『請

』

建
武
四
・

八
・

廿
四

富
河
之
高
橋
の
供
養
で
三
礼

貞

和

三
・

十
一

・

六

金
堂
預
に
補
任
(
他
界
し
た
「
有
朝」

の

閾
分)

正

平
七
・

正
・

十
一

僧綱

三
口
の

寄
進
に
よ
っ

て
権
律
師
に
補任

延
文
二
・

十
一

・

廿
二
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金
堂
内
陣
の
高
机
を
鵤
庄
年
貢
で
新
調
し
た
時
の
金
堂
預五師年会所の評定に「権律師乗弁」と署判正和年中に「中門ノヲリノ会」を始行晦講の新頭の一人

康
安
二

年
中『伍』貞治三

・

十
・

十
六『寺』正・一『寺』正・晦

③
教
賢
房
有
玄

住
吉
ノ
草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で
「
仕
丁」聖霊院での雨悦の延年で東仮屋猿楽衆和泉国高石新左衛門・播磨国八木四郎左衛門に

よ
る
鵤
庄
押
領
事
件
が
発
生
し
た
際、

雑
掌
として庄家に下向五師の一人として「大法師有玄」と署判正和年中に「中門ノヲリノ会」を始行晦講の新頭の一人別当の印鐙を扱う在庁法橋良玄の代官「有玄教賢房」として

(

イ)(ロ)
貞
和
二
・

十
一

・

廿
七『伍』貞治三・十二・

十
八『寺』正・一『寺』正・晦『別』良寛法印の文保二

④
尭
玄

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
延
年
で
東
仮
屋
猿楽

衆正和年中に「中門ノヲリノ会」を始行

(
ロ
)

『

寺』

正
・
一

⑤
尭
識
房

住
吉
ノ

草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で

「
神
官」
・

他
の
記
事
な
し

(
イ)

⑥
賢
良
房

住
吉
ノ
草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で
乗
馬
の
「
巫
」実性院堂での如法経の供奉衆(同日、惣社前で延年・

風
流
あ
り)祈雨願課の相撲に関する評定衆聖霊院での雨悦の延年で供奉衆

(
イ)文保

三
・

三
・

廿
一『請』元応三・九
・

十
六

(
ハ
)

⑦
顕
禅
房
性
憲

住吉

ノ

草木

會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で

「
師
子」弓射のため廻廊に懸けた行者講衆の的を「衆分」

と
し
て
切
り
落
と

す
が、

逆
に
法
喜
房
に
よって刃傷される(法喜房は罪科)聖霊院での雨悦の最勝十講で転読衆絵殿預に補任(「範尊五師」の閾分、この時「得業」)富河之高橋の供養で唄師

(
イ)正和

四
・

二
・

廿
九『請』建武四・八・

廿
四貞和二・正月中貞和三・十一・六
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上
堂
正
面
閻
問
格
子
一

間
新
造
の

施
主

(
こ
の

時
「
律
師」
)

文
和
三
・

四
月

中

他
界
(
享
年
「
七
十
歳」)

文
和
三
・

五
・

廿
七

晦
講
の
新
頭
の
一

人

『寺

』

正
・

晦

⑧
顕
了
房

住
吉
ノ
草
木會

之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で

「
大
衆
(
開
口)
」

(

イ)

強
盗
事
件
に
関
す
る
龍
田
で
の
大
落
書
に
「
開
衆」

の
一

人
と
し
て
出
仕

延
慶
三
・

七
・

十
七

祈
雨
願
課
の
相
撲
に
関
す
る
評
定
衆

『請

』

元
応
三
・

九
・

十
六

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
延
年
で
供
奉
衆

(
ハ
)

覚
宗
房
寺
主
子
息
春力

殿
が
顕
了
房
五
師
の
子
息
春
藤
殿
を
刃
傷
し
た
事
件

暦
応
四
・

正
・

十
九

⑨
浄
舜
房
長
盛

住
吉
ノ
草
木
會
乏
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で
「
中
綱」

(

イ)

聖
霊
院
で
の

雨
悦
の

延
年
で

東
仮
屋
猿
楽
衆
と
し
て
「
開
口」

(
ロ
)

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
番
論
義
で
講
師

(
ハ
)

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の

延
年
で
「
開
口
」

(
ハ
)

強
盗
事
件
に
関
す
る
龍
田
で
の
大
落
書
に
「
開
衆」

の
一

人
と
し
て
出
仕

延
慶
三
・

七
・

十
七

実
性
院
堂
で
の
如
法経

の
翌
日
に
行
わ
れ
た
十
種
供
養
の
導
師

文
保
三
・

三
・

廿
二

「
東
使
出
羽
入
道」

が
出
し
た
「
鵤
庄
一

円
奉
寄
之
状」

の
請
取
使
の
一

人

嘉
暦
四

二
二
・

廿
七

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
最
勝
十
講
で
転
読
衆

『
請』

建
武
四
・

八
・

廿
四

舎
利
預
の
一

膓
湛
舜
僧
都
が
他
界
し
た
記
事
に
関
連
し
て
「
三
膓
預
長
盛
已
講」

・
「
舎
利
預」

文
和
三
・

八
・

廿
九

/
九
・

十

五

/
十
・

二

三
教
院
世
親
講
始
行
の
施
主
(
延
文
二
年
「
他
界
七
十
四
歳」

の
注
記)

貞
和
三
・

五
・

五

貞
和
五
年
正
月
十
一

日
の
所
々

講
の

請
定
案
で
「
惣
社」

を
担
当

『

寺』

正
・

十
一

晦
講
の
新
頭
の
一

人

『
寺』

正
・

晦

聖
霊
院
御
影
供
始
行
の
施
主

『
寺』

暦
応
三
・

三
・

廿
一

⑩
浄
泉
房
有
朝

住
吉
ノ

草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で
「
大
衆
(
後
見)
」

(

イ)

強
盗
事
件
に
関
す
る
龍
田
で
の

大
落
書
に
「
開
衆」

の
一

人
と
し
て
出
仕

延
慶
三
・

七
・

十
七

祈
雨
の
た
め
の
龍
池
社
へ
の
参籠

衆

『
請』

元
応
三
・

八
・

八
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聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
番
論
義
で
間
者

(
ハ
)

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
最
勝
十
講
で
転
読
衆

『請

』

建

武
四
・

八
・

廿
四

五
師
の
一

人

建
武
五
・

十
二
・

廿
七

西
南
院
五
師
と
し
て、

「
青
龍
寺
領」

は
法
隆
寺
の
領
内
で
は
な
く
「
当
院
家
之
私
領」

と
主
張

暦
応
二

二
二
・

廿
六

金
堂
預
に
補
任
(「
性
専
律
師」

の

闘
分
と
し
て)

貞

和
二
・

正
・

廿
一

富
河
之
高
橋
の
供
養
で
呪
願

貞

和
三
・

十
一

・

六

他
界

文
和
元
・

正
・

十
一

貞
和
五

年
正
月
十
一

日
の
所
々
講
の
請
定
案
で
「
西
大
門」

を
担
当

『
寺』

正
・

十
一

晦
講
の

新
頭
の
一

人

『
寺』

正
・

晦

建
武
二
年
の
御
霊
会
で
田
楽
・

猿
楽
に
禄
物
を
与
え
た
年
会
五
師

『
寺』

八
・

廿
三

⑪
浄
宗
房
定
弁

住
吉
ノ

草木

會
之
式
に
よ
る
下
脇
分
弓
風
流
で
「
キ
ヲ
ヒ
」

(
イ)

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
延
年
で
西
仮
屋
猿
楽
衆

(
ロ
)

祈
雨
の
た
め
の
龍
池
社
へ
の
参
龍
衆

『
請』

元
応
三
・

八
・

八

再
び
祈
雨
の
た
め
の
龍
池
社
へ
の
参
龍
衆

『
請』

建
武
四
・

七
・

晦

別
当
福
智
院
憲
真
の
時
代
の
三
教
院
々
主

康

永
三
・

十
一

・

廿
三

三
教
院
主
相
伝
の
記
事
(
中
院
定
朝
↓
彼
甥浄

宗
房定

弁
↓
其
甥
宗
泉
房
快
専)

文
和
四
・

七
月
中

元
弘
二
年
の
三
教
院
庇
妻
葺
替
の
記
事
の
中
で
院
主
と
し
て

延

文
元
・

十
・

廿
二

正
和
年
中
に
「
中
門
ノ
ヲ
リ
ノ
会」

を
始
行

『

寺』

正
・
一

⑫定

春
房
賢
與

住
吉
ノ
草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で

「
大
衆
(
作
児)
」

(

イ)

西
室
所
持
の
多
摩
曼
茶
羅
紛
失
の
件
で
「
預
置
人
ハ

賢
与
定
春
房」

と
し
て

延
慶
四
・

二
・

五

⑬
定
松
房

住
吉
ノ
草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で
「
神
主」

(
イ)

龍
田
の
西
口
で
中
道
院
の

下
人
弥
三
郎
を
刃
傷、

大
衆
か
ら
罪
科
さ
れ
る
が

=

門」

の
ロ
入
に
よ
っ

延
慶
三
・

六
・

六

て
ほ
ど
な
く
免
除

強
盗
事
件
に
関
す
る
龍
田
で
の
大
落
書
で
「
定
松
房
廿
余
通」

の
落
書

延
慶
三
・

七
・

十
七

廻
廊
に
懸
け
た
行
者
講
衆
の
的
を
顕
禅
房
が
切
り
落
と
し
て
逆
に
法
喜
房
に
刃
傷
さ
れ
た
事
件
で、

衆

正

和
四
・

二
・

廿
九
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分
は

法
喜
房
の

親
父
の

住
屋
を
焼
失
し
た
が、

こ
の

時
「
定
松
房」

が
「
エ

イ
ク
ル
ヒ
ニ
」

「
上
総

公」

を
殺
害

⑭
定
尊

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
延
年
で
東
仮
屋
猿
楽
衆
・

他
の
記
事
な
し

(
ロ
)

⑮
聖
泉
房

住
吉
ノ

草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で
「
師
子」
・

他
の
記
事
な
し

(

イ)

⑯
泉
識
房

住
吉
ノ

草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で

「
仕
丁」
・

他
の
記
事
な
し

(
イ)

⑰
専
順
房
慶
祐

住
吉
ノ

草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で

馬
の
「
口
取」

(
イ)

祈
雨
願
課
の
相
撲
に
関
す
る
評
定
衆

『請

』

元

応
三
・

九
・

十
六

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
延
年
で
供
奉
衆

(
ハ
)

'

天
満
社
造
替
に

関
し
「
慶
祐
自
願
也、

生
年
量
二
歳」、

そ
の
他
井
垣
鳥
居
・

拝
殿
も
「
慶
祐
自
願」

と

元
亨
四
・

四
・

十

あ
る

五
師
補
任、

た
だ
し
年
会
は
次
年
勤
仕
す
る
よ

う
に
と
三
輩
評
定

建
武
五

末
・

暦
応
二
・

正
・

廿

下
膓
分
に
よ
る
鵤
庄
雑
掌
罪
科
の

件
で、

年
会
と
し
て
調
整
し
事
態
を
収
拾

暦
応
二
・

十
二
・

晦

賢
定
房
得
業
實
恵
の
他
界
に
伴
い
、

供
僧
閾
分
に
慶
祐
補
任

暦
応
四
・

八
・

廿
六

鵤
庄
浮
免
代
所
之
年
貢
に
関
す
る
堂
家
の
老
衆
・

若
衆
の
相
論
を
収
拾

康
永
二
・

十
二
月
中

当
年
の
年
会
五
師

康
永
三
・

正
・

廿

天
満
社
講
問
の
施
主

観

応

元
・

七
・

一

南
朝
か
ら
権
律
師
に
補
任
「
生
年
六
十
二
歳」

文
和
三
・

五
・

九

聖
霊
院
妻
庇
葺
替
に
関
す
る
記
事
の
中
に
「
院
主
慶
祐
大
法
師」

と
し
て

延
文
二
・

二
・

七

聖
霊
会
の
三
鼓
の
新
造
に
際
し
て
「
筒
桐木

」

を
寄
進

延
文
二
・

六
月
中

北
朝
か
ら
法
隆
寺
へ
の
僧
綱
三
口
未
来
永
代
寄
進
に
伴
い
、

権
律
師
に
補
任

延
文
二
・

十
一

・

廿
二

南
北
両
朝
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
権
大
僧
都
に
補
任

延
文
六
・

二
・

十
八

聖
霊
会
の
行
事
装
束
の
損
料
に
関
し、

時
の
梵
音
衆沙

汰
人
善
宗
房
に
質
問

貞
治
二
年
中

金
堂
後
戸
・

三
殊
勝
地
蔵
前
の

毎
月
廿
四
日
の
地
蔵
供
養
法
の

施
主
に
関
し、

慶
祐
の
親
を
「
慶
玄
法

貞
治
二
・

三

月
中

印」、

祖
父
を
「
信
算
春
蓮
房」

と
す
る

金
泥
法
華
経
一

部
・

開
結
二

経
を
寄
進

貞
治
三
・

二
・

十
五
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正
和年

中
に
「
中
門
ノ
ヲ
リ
ノ
会」

を
始
行

『

寺』

正
・

一

聖
霊
院
御
味
曾
水
事
の
記
事
の
中
で
「
慶
祐
院
主
時
代
康
永
二
年」

と
あ
る

『
寺』

正
・

二

金
堂
御
行
の

節事

、

(
慶
祐
の
沙
汰
分
に
つ
い
て

記
述)

『
寺』

正
・

七

西
円
堂
御
行
の
事、
(
観
応
二
年導

師
を
辞
退
し
巡
導
師
重
玄
得業

に
譲
与)

『
寺』

正
・

八

貞
和
五
年
正
月
十
一

日
の
所
々

講
の

請
定
案
で
「
東
大
門」

を
担
当

『

寺』

正
・

十
一

晦
講
の
新
頭
の
一

人

『
寺』

正
・

晦

東
院
夏
番
始
行
の
事
の
記
事
の
中
で
「
養
母
尼
蓮
如
房」

と
あ
る

『

寺』

七
・
一

(
～

+

四)

東
院
孟
蘭
盆
講
の
事
の
記
事
の
中
で
「
極
楽
六
字
讃

延
文
四
年
〈
己
亥〉

五
月
十
八
日
以
上
宮
王
院

『寺

』

七
・

十
五

正
本
書
爲畢

、

権
律
師
慶
祐
〈
生
年、

六
十
七
才〉
」

と
あ
る

⑱
専
定
房

住
吉
ノ
草
木
會乏

式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で
馬
の
「
口
取」

(
イ)

祈
雨
の
た
め
の
龍
池
社
へ
の
参
龍
衆

『請

』

元
応
三
・

八
・

八

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
延
年
で
供
奉
衆

(
ハ
)

⑲
善
恵

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
延
年
で
西
仮
屋
猿
楽
衆

(
ロ
)

三
教
院
世
親
講
始
行
の
施
主

貞

和

三
・

五
・

五

和
泉
国
高
石
新
左
衛
門
・

播
磨
国
八
木
四
郎
左
衛
門
に
よ
る
鵤
庄
押
領
事
件
が
発
生
し
た
際、

雑
掌
と

貞
和
二
・

十
一

・

廿
七

し
て
庄
家
に
下
向

五
師
年
会
所
の
評
定
に
「
権
律
師
善
恵」

と
署
判

『
伍』

延
文
四
・

六
・

十
八

講
衆
の
評
定
に
際
し
五
師
と
並
ん
で

コ

膓
法
印
善
恵
」

と
署
判

『
伍』

貞治

三
・

十
二
・

十
八

貞
和
五
年
正
月
十
一

日
の

所
々
講
の
請
定
案
で

「
聖
霊
院」

を
担
当

『寺

』

正
・

十
一

聖
霊
院
御
影
供
始
行
の
施
主

『寺

』

暦
応
三
・

三
・

廿
一

⑳
　
顕
房
弁盛

住
吉
ノ
草
木
會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で
「
師
子
鼓」

(

イ)

実
性
院
堂
で
の
如
法
経
の

供
奉
衆
(
同
日、

惣
社
前
で
延
年
・

風
流
あ
り)

文

保

三
・

三
・

廿
一

翌
年
の
「
三
蔵
会
竪
義
者
交
名」

の
一

人
と
し
て
(
「
弁
盛
〈
突
顕
房、

年
計
四
戒
十
七〉)

『拝

』

元
応

元
・

十
二
・

廿
六

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
延
年
で
供
奉
衆

(
ハ
)

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
最
勝
十
講
で
転
読
衆

『

請』

建
武
四
・

八
・

廿
四
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絵
殿
預
に
関
す
る
弁
盛
・

範
尊
の
相
論、

舎
利
堂
で
「
採
(
探
ヵ
)

取」
(
結
果
は
範
尊
が
「
取当

」)

康
永
三
・

二
・

九

富
河
之
高
橋
の
供
養
で
「
散
花」

貞

和

三
・

十
一

・

六

五
師
年
会
所
の
評
定
に
「
権律

師
弁盛

」

と
署
判

『
伍』

延
文
四
・

六
・

十
八

貞
和
五

年
正
月
十
一

日
の

所
々

講
の

請
定
案
で
「
南
大
門」

を
担
当

『

寺』

正
・

+
一

晦講

の

新
頭
の
一

人

『
寺』

正
・

晦

⑳道

教
房

住吉

ノ

草木

會
之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で
「
キ
ヲ
ヒ
」
・

他
の
記
事
な
し

(

イ)

⑫
忍
盛

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
延
年
で
西
仮
屋
猿楽

衆
・

他
の
記
事
な
し

(
ロ
)

⑳
範
尊

聖
霊
院
で
の

雨
悦
の
延
年
で
西
仮
屋
猿
楽
衆
と
し
て

「
開
口
」

(
ロ
)

聖
霊
院
で
の
雨
悦
の
最
勝
十
講
で
講
師

『
請』

建
武
四
・

八
・

廿
四

「
五

師
」

の
一

人
と

し
て

建
武
五
・

十
二
・

廿
七

年
会
五

師交

替
の
儀
の

先
例
と
し
て
(
「
実
禅」

か
ら
「
範
尊」

へ

の
例)

康

永
三
・

正
・

廿

絵
殿
預
に
関
す
る
弁
盛
・

範
尊
の
相
論、

舎
利
堂
で

「
採
(
探
ヵ)

取」

(
結
果
は

範
尊
が

「
取
当」
)他界(享年五+八歳)

康
永
三
・

二
・

九貞和二・正・八

顕
禅
房
性
憲
の
他
界
に
伴
う
絵
殿
預
閾
分
事
に
関
す
る
先
例
の
一

つ
と
し
て

文
和
三
・

五
・

廿
七

正

和年

中
に
「
中
門
ノ
ヲ
リ
ノ
会」

を
始
行

『

寺』

正
・
一

⑳
良
見
房

「

住
吉

∠茉

會
之
式
に
よ
る
下

辱
弓
風
流
で
「
神官

」
・

他
の
記
事
な
し

(

イ)

⑳
了
禅
房

住
吉
ノ
草
木會

之
式
に
よ
る
下
膓
分
弓
風
流
で

「
神
官」
・

他
の
記
事
な
し

(

イ)

※

出
典
欄

の
記
号
は
、

『請
』
が

『請
雨
奮
記
』
、

『寺
』

が

『寺
要
日
記
』
、

『別
』
が

『法
隆
寺
別
当
次
第
』
、

『法
隆
寺
衙
伍
師
年
會
所
奮
記
』

の
こ
と

で
あ
り
、
記
号

の
な

い
も
の
は

『嘉
元
記
』
で
あ
る
。

『拝
』
が

『寺
務
拝
堂
菖
記
』
、
『伍
』
が

以
上
が
、
鎌
倉
末

・
南
北
朝
期

に
お
け
る
法
隆
寺

の
延
年
僧

の
活
動

の
概
要

で
あ
る
。
尤
も
、
さ
ほ
ど
重

要
と
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
も

の
は

除
外

し
て
あ
る
上
、
採
り
落
と

し
た
も

の
も
あ
る
か
も
知
れ
な

い
。
そ
の
意
味

で
ま
さ
に
概
要

で
あ

る
。
し
か
し
、
当
該
時
期

の
法
隆
寺

の
延

年
僧

の
全
体
像
を
幾
分
な
り
と
も
明
ら
か
に
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
以
下
、

こ
の
表
中
か
ら
読

み
取
れ
る
特
徴
に

つ
い
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て
若
干
述

べ
て
み
た

い
。

先
ず
、
第

一
に
注
目
す

べ
き

は
記
事

の
量
的
な
格
差

で
あ
る
。
量

の
多

い
僧
侶
は
、
②

・
③

・
⑦

・
⑧

・
⑨

・
⑩

・
⑪

・
⑰

・
⑲

・
⑳

・
⑳

の
十

一
名

で
あ
り
、

い
ず
れ
も

五
件
以
上

の
記
事
を
残
し

て

い
る
。

こ
の
う

ち
、

(イ
)

～

(
ハ
)

の
二

つ
以

上
の
延
年
に
出
演

し
て

い
る
の

は
②

・
③

・
⑧

・
⑨

・
⑩

・
⑪

・
⑰

・
⑳

・
⑱

の
九
名

で
あ

る
。
逆

に
量

の
少
な

い
の
は
、
①

・
④

・
⑤

・
⑫

・
⑭

・
⑮

・
⑯

・
⑳

・
⑳

・

⑳

・
⑳

の
十

一
名

で
あ

り
、
記

事

の
数

は

い
ず

れ
も

二
件
以

下

で
あ

る
。

と

く

に
、
⑤

・
⑭

・
⑮

・
⑯

・
⑳

・
⑳

・
⑳

・
⑳

の
八
名

は

(イ
)
・
(
ロ
)

の
い
ず

れ
か

一
つ
の
延
年

に
し
か
出
演

し
て
お
ら
ず
、

そ

の
他

の
活
動
を
示
す
記
事
も
見
当
た

ら
な

い
。
そ
し
て
、
両
者

の
中

間
に
当
た
る

の
が
⑥

・
⑬

・
⑬

の
三
名

で
あ

る
。
し
か
し
、
⑥

・
⑬

は

(イ
)
・
(
ハ
)

の
二

つ
の
延
年
に
出
演
し
て
お
り
、
延
年

へ
の
関
わ
り

の
深
さ
と

い
う
点

で
は
前
者

に
分
類
し
て
差
し
支
え
な

い
。
そ
こ
で
、
こ

の
二
名
を
前
者
に
加
え

る
と
、
記
事

の
多

い
僧
侶
十
三
名

の
う
ち

二

つ
以
上

の
延
年
に
関
与
し

て
い
た

の
は
十

一
名
と

い
う

こ
と

に
な

る
。
こ
う
し
た
集
計
結
果

か
ら
、
右

の
表
中

の
記
事

の
量

は
そ

の
僧
侶

の
延

年
と

の
関
わ
り

の
深
さ
と
関
連
が
あ
る
も

の
と
考
え

ら
れ

る
。

つ
ま
り
、
す

べ
て
の
僧
侶
が
必
ず
延
年

に
関
わ
ら
な
く

て
は
な
ら
な
か

っ
た
と

い
う

の
で
は
な
く
、
主
た
る
担

い
手
と
な

る
僧
侶
が

い
た
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
そ
し

て
、
彼
等
が
芸

に
堪
能
な
僧
侶
だ

っ
た

で
あ

ろ
う
と

い

う

こ
と

は
容
易
に
想
像

の

つ
く
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
第

二
に
注
目
す

べ
き
は
、
延
年
と
関
わ
り
が
深
く
主
た
る
担

い
手

で
あ

っ
た
と

さ
れ

る
そ
う
し
た
僧
侶
達

の
場
合
、
延
年

へ
関
与

し
な
く
な

っ
て
か
ら
以
降

の
記
事

に
、
大
衆

の
代
表

で
あ
り
寺
僧
集

団
運
営

の
中
核

と
な
る

「
五
師

(③

・
⑩

・
⑰

・
⑲

・
⑳

・
⑳
)
」

や
、

「
金
堂
預

(②

・
⑩
)
」
・
「
舎
利
預

(⑨
)
」
・
「
絵
殿
預

(⑦

・
⑳
)
」
と

い
っ
た
寺
内

の
要
職

へ
の
就
任
記
事

、
ま
た
そ

の
役
職
に
お
け
る
活
動

の
記
録
が
多

々
見
ら
れ
る
よ
う

に
な

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
さ
ら

に
は
、
僧

綱

に
達
し
た

こ
と

が
確
認

で
き

る
僧
侶
も

五
名

(②

・
⑦

・

⑰

・
⑲

・
⑳
)

い
る
。
逆

に
言
う

な
ら
ば
、
そ

の
故
に
記
事

の
量

が
多
く
な

っ
た
と

い
う

こ
と
な

の
で
あ

ろ
う
が
、
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
た
、

彼
等
が
芸
に
堪
能

で
あ

っ
た
と
は
言

っ
て
も
、
そ
れ
を
自
ら

の

「
道
」
と
み
な
し
て
日
夜
芸

の
錬
磨

に
専
心

し
、
延
年
芸

の
披
露
を
本
務
と
す

る
よ
う
な
僧
侶
、
所
謂

「
遊
僧
」

口

「
道
者
」

で
は
決
し
て
な
か

っ
た
と

い
う

こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
確

か
に
十
五

・
六
世
紀

の
遊
僧
、
と
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く
に
多
武
峰

の
遊
僧

に
は
僧
綱
位
を
得

て
い
る
者
が
多

い
。
し
か
し
、
僧
綱
位
を
持

っ
て
い
る
と

い
う

こ
と
だ
け

で
、
右

に
見
た
法
隆
寺

の
僧

侶
達
を

こ
れ
ら

の
遊
僧
と

同

一
視
す

る
こ
と

は
で
き

な

い
。
と

い
う

の
は
、
法
隆
寺

僧

の
場
合
、
膓
次
を
積

ん
で
昇
進

し
、
ま
た
大
衆
を
統
率

し
て
寺
院
を
運
営
す

る
本
務
を
着
実

に
こ
な

し
た
功
労

に
よ

っ
て
僧
綱
位
を
与
え
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
彼

等
が
延
年

に
出
演
し

て
い
る
の
は
、
前
稿

で
明
ら
か
に
し
た
よ
う

に
、
下
膓

・
中
膓

の
頃
で
あ
り
、
上
膓
に
昇
進
す

る
頃

に
は
延
年

の
諸
役

・

表
舞
台

に
は
関
わ
ら
な
く
な

る
の
が
常
で
あ

っ
た
。
こ
れ
も
十
五

・
六
世
紀

の
遊
僧
と

は
異
な
る
点

で
あ
り
、
彼
等

は
延
年
芸

に
関
し
て
は
あ

く
ま
で

「
素
人
」

で
あ

っ
た
と
言
わ
な
く

て
は
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。
以
上
、
表
か
ら
読

み
取
れ
る
二

つ
の
特
徴
に
よ

っ
て
、
当
該
時
期

の
法

隆
寺
延
年
僧

の
性

格
を
明
ら
か

に
す

る
こ
と
が

で
き
た
と
考
え

る
。

た
だ

し
、

こ
こ
で

一
つ
注
意
し

て
お
か
な
く

て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
記
事

の
量
が
群
を
抜

い
て
多
く
、
記
述
も
詳
細
な
僧

侶

「
専

順
房
慶
祐
」

に

つ
い
て
で
あ

る
。
彼
は
記
事

の
内

容
や
そ

の
記
し
方

か
ら
、

『嘉

元
記
』
・
『寺

要
日
記
』
等

の
記
主

の

一
人
と
み
な
さ

れ
て

い
る
人
物

で
あ
る
。
右

の
表

は
こ

の
二

つ
の
記
録

の
記
事
を
中
心

に
作
成

し
た
も

の
で
あ

る
か
ら
、
記
事

の
量
的
な
格
差
は
、
各
僧
侶

の

延
年
と

の
関
わ
り

の
深
さ
に
よ
る
ば

か
り

で
な
く
、
「
慶
祐
」
と

の
関
係

の
親
疎

、
も
し
く

は

「慶

祐
」

の
属
し
た
寺
僧
集

団
と

の
関
係

の
親

疎

に
影
響

さ
れ
て

い
る
可
能
性
も
十
分

に
あ

る
。
と
す

れ
ば
、

「慶
祐
」
が
ど

の
よ
う

な
僧
侶

で
あ

っ
た

の
か
、
ま
た

「慶
祐
」
的
な
僧
侶
と

は
ど

の
よ
う

な
性
格

の
存
在

で
あ

っ
た
の
か
明
ら
か

に
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
く

る
で
あ

ろ
う
。
そ
し

て
こ
の
課
題
を
解
決
す

る

た
め
に
は
、
「
慶
祐
」

の
記
事
を
よ
り
多
角
的

に
分
析
す

る
こ
と

は
勿
論
、

『嘉

元
記
』
・
『寺
要

日
記
』

の
記
録
と
し

て
の
性
格
を
全
面
的
に
検

討
す

る
こ
と
が
必

要
で
あ

る
。
し
か
し
、

こ
れ
が
容
易
に
行
え

る
作
業

で
な

い
こ
と
、
ま
た
軽

々
に
扱
う

べ
き
問
題

で
も
な

い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ

る
。
そ
こ

で
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
別

の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
、
本
稿

で
は
表
中

の
も
う

一
つ
の
注
目
す

べ
き
点

に

つ
い
て
指
摘
し

て
み
た

い
。

そ
れ
は
、
延
年
僧
と
在
地
と

の
関
係

・
支

配
下
荘
園
と

の
関
係
を
伺
う
こ
と

の
で
き
る
記
事
が

い
く

つ
か
見
ら
れ
る
と

い
う
点

で
あ
る
。

こ

れ
は
、
今
ま
で
に
述

べ
て
き
た
よ
う

な
法
隆
寺
寺
内

の
問
題
で
は
な
く
、
延
年
僧
を
と
り
ま
く
寺
外

の
環
境
を
知

る
手
懸

か
り
と
な
る
も

の
で
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あ
り
、
延
年
僧

の
歴
史
的
性
格
を

よ
り
総
合
的

に
明
ら
か
に
す
る
上

で
重
要
な
意
味
を
持

つ
も

の
で
あ

る
と
言
え

よ
う
。

い
て
こ

の
点
を
検

討
す

る
こ
と
に
し
た

い
。

そ
こ
で
、
次
章

に
お

一
一

法
隆
寺
の
延
年
僧
と
在
地
と
の
関
係

前
章

の
表

に
お

い
て
、
何

ら
か

の
形
で
在
地
と

の
関
係
を
う
か
が
う

こ
と

の
で
き

る
僧
侶

は
③

・
⑧

・
⑨

・
⑩

・
⑬

・
⑰

・
⑲

の
七
名

で
あ

る
。
こ

の
う
ち
、
法
隆
寺
領
播
磨
国
鵤
庄

に
関
す

る
記
事

の
中
に
名
前

が
出

て
く
る
の
が
③

・
⑨

・
⑰

・
⑲

の
四
名

で
あ
り
、
龍
田
や
東
西
両

郷
な
ど
、
法
隆
寺
周
辺

の
在

地
勢
力
と

の
関
わ
り

の
中

で
名
前
が
出
て
く

る
の
が
⑧

・
⑨

・
⑩

・
⑬

の
四
名

で
あ

る
。
⑨

の

「
浮
舜
房
長
盛
」

は
そ

の
双
方

に
関
与

し
て
い
る
。
た
だ
、
前
者

の
場
合
、
③

の

「
教
賢
房
有
玄
」
と
⑲

の

「
善
恵
」

が
寺
家

の

「
雑
掌
」
と

し
て
、
⑨

の

「長

盛
」
が
鵤
庄
寄
進
状

の

「請
取
使
」

の

一
人
と
し
て
、
⑰

の

「
専
順
房
慶
祐
」

が
年
貢

や
雑
掌
に
関
す

る
紛
争
を
調
整
す

る

「
年
会

五
師
」
と

し

て
、

つ
ま
り

い
ず
れ
も
荘

園
を
経
営
す

る
寺
家
側

の
役

人
と
し

て
活
動
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
け

で
あ
り
、
在

地
と

の
関
係

は

い
ま
ひ

と

つ
明
瞭

に
捉
え

る
こ
と
が
で
き
な

い
。

こ
れ
に
対
し
後
者

で
は
、
法
隆
寺
周
辺

の
問
題
で
あ
る
だ

け
に
、
あ

る
程
度
具
体
的
に
在
地
勢
力
と

の
関
係
を
追
跡
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
中

で
も
⑬

の

「定
松
房
」
は
、
表
に
挙

げ
た
延
慶

三
年

(
=
二
一
〇
)

の
二

つ
の
事
件
に
お

い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
特
筆
す

べ
き
人
物

で
あ

る
。
そ
こ
で
以
下
、

こ
の

「
定
松
房
」
を
素
材
と
し

て
延
年
僧
と
在
地
と

の
関
係
に

つ
い

て
考
察
し

て
み
た

い
。

さ
て
延
慶

三
年
と

い
う

と
、
表

に
も
あ
る
よ
う

に
四
月
五
日
、

(イ
)

の
延
年

す
な
わ
ち

「住
吉

ノ
草
木
會

之
式
」

に
基
づ
く

「
弓
風
流
」

が
下
膓
分
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
年
で
あ

る
。
こ

の
延
年

に

つ
い
て
は
前
稿

で
も
論
じ
た

の
で
、
史
料
を
挙
げ
て
詳
し
く
説
明
す

る
こ
と
は
し
な

い
が
、
定
松
房

の
延
年
僧
と

し
て
の
活
動

・
位
置
付
け
な
ど
を
確
認
し
て
お
く

た
め
に
、
ひ
と
通
り
延
年

の
次
第
と

配
役

に

つ
い
て
触
れ
て
お

き
た

い
。
先
ず
、
作
仕
丁
が

二
人

(③

・
⑯
)
、
作
中
綱
が

一
人

(⑨
)
、
作
大
衆
が
三
人

(⑧

・
⑩

・
⑫
)
登
場
し
、
大
衆

の
う
ち

の

一
人
顕
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了
房

(⑧
)

が
開
口
を
行
う
。
次

い
で
王

ノ
舞

(②
)

が
舞
わ
れ
、
続

い
て
鼓

(⑳
)

に
あ
わ
せ
て
師
子
舞

(頭
は
⑮

、
尾
は
⑦
が
担
当
)

が

舞
わ

れ
る
。
次

い
で

「弓
風
流
」

の
部
分
に
移

っ
た
と
思
わ
れ
、
馬

の
口
取

の
二
人

(⑰

・
⑱
)
を
従
え

た
乗
馬

の
巫

(⑥
)

が
登
場
し
、
続

い
て
キ

ヲ
ヒ
が
二
人

(⑪

・
⑳
)
、
児
が

四
人
出

て
く
る
。
そ
し

て
、
神
官

(⑤

・
⑳

・
⑳
)
を
従
え

て
神
主
役

の
定
松
房

(⑬
)
が
登
場
し
、

最
後

に
児
に
よ
る
舞
楽

「
抜
頭
」

が
舞
わ
れ
延
年
会
全
体
が
終

了
す

る
と

い

っ
た
具
合

で
あ

る
。
出
演
し
た
下
膓
分
は
総
勢
で
十
九
名
に

の
ぼ

り
、
定
松
房
は
こ

の
中
で

「
弓
風
流
」

の

「
神
主
」
役
を

つ
と

め
た
。
こ

の

「
弓
風
流
」

の

「
弓
」

に
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ

っ
た
か
定
か
で

(6

)

は
な

い
。
た
だ

現
在
、
神
事
芸
能
と

し
て
残
さ
れ

て
い
る

「弓
神
楽
」

な
ど

で
は
、
神
座

の
前

に
祭

っ
た
弓

の
弦
を
神
主
が
祭
文
を
唱
え
な
が

ら
打
竹

で
叩

い
た
り
、
矢
を

つ
が
え

て
四
方
に
放

っ
た
り
す
る
所
作
が
見
ら
れ

る
。
神
事

の
中

で
こ
れ
が
重
要
な
意
味
を
持

つ
所
作

で
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
吉
社

の
儀
式
を
模
し
た
と
想
像
さ
れ

る
こ

の
風
流

に
お

い
て
も
、
「
神
主
」
と

い
う

の
は
相

当
に
重
要
な
役

で
あ

っ
た
か
、
少

な

く
と
も
格
式

の
高

い
役
だ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。
馬

の
口
取

や
キ

ヲ
ヒ

・
神
官
な
ど

の
端
役
と

は
か
な
り
違

っ
た
扱

い
で
あ
る
。
要
す

る
に
、

こ

の
日
の
延
年

に
お
け
る
定
松
房
は
、
言
わ
ば

メ
イ

ン
エ
ベ
ン
ト

の
主
役

に
近

い
役
を
演
ず
る
延
年

僧
だ

っ
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
れ
は
延
年
僧

の

中
、
或

い
は
下
膓
分

の
中

に
お
け
る
彼

の
位
置
付
け
を
示
す

一
つ
の
材
料
と
な

る
は
ず

で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
約
二
ヵ
月
後

の
六
月
六
日
、
彼

は
あ

る
刃
傷
事
件

の
記
事

の
中
に
加
害
者
と
し

て
登
場
し

て
く

る
。
そ

の
記
事

を
以

下
に
掲
げ

て
み
よ
う
。

同
年
頗
六
月
六
日
酉
時
計
、
於
二
龍

田
西

口
↓
賢
定

房
得
業

・
定

松
房
端
梯
、
シ
テ
、
中
道
院
下
人
弥
三
郎

ヲ
切
打
、
散

々

ニ
シ
給
畢
、
刃
傷

ノ

科
、
任

二
先
例

一有
二
其
沙
汰

↓
八
日
蜂
起
在
・之
、
定
松
房
出
仕

ン
テ
義

ヲ
被
レ
申
之
間
、
不
二
成
立

繭

玉
蟹

愁

、
、
寳
光
院

二
武
者

ヲ
入
置
之
問
、

衆

徒

武

具

大

衆

ニ
テ
、

可

レ
有

二
罪

科

一ト
テ
、

一
黛

ヲ
奉

レ
語

之

庭

、
皆

以

領

状

、

袋

近

邊

之

一
門

中

二
入

テ
ロ
入
、

所

詮

二
親

二
懸

事

ヲ
有

ニ
ヘ

キ
御

免

一
ヨ
シ
被

レ
申

間

、

同

廿

一
日
、
白

大

衆

ニ
テ
即

躰

ハ
ヵ
リ
ヲ
罪
科

了

、

其
後

一
門

又

有

二
口

入

↓
同

七

月

十

三

日
戌

時

計

免

了

、

酒

肴

良
識

・
坊
在
レ之
、

精
進
螢
レ之

先
ず

、
事

件

の
経

過
を

追

っ
て
み

る
。

六

月

六

日
夜

、
酉

の
時

ば

か
り

に
、
龍

田

の
西

口
に
お

い
て
賢

定

房

得
業

と

定
松

房

の
兄
弟

が
、

中

道

院

の
下
人

で
あ

る
弥

三
郎
を

刃
傷

し
、
散

々
に
暴

行

す

る
と

い
う

事

件

が

発

生
し

た

。

八

日
、

衆
徒

は
先

例

に
従

っ
て
刃
傷

の
罪
科

に
処

す



so

べ
く
蜂
起
を
行

っ
た
が
、
そ

の
場

に
定
松
房
が
出
仕

し
て
自

ら
申
し
開
き
を
行

っ
た

の
で
、
蜂
起

は
成
立

し
な
か

っ
た
。
こ

の
よ
う

な
こ
と
が

二
度

・
三
度
と
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
う

こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
、
定
松
房
側
が
寳
光
院

に
武
者
を
入
れ
置
き
抵
抗

の
構
え

を
示
し
た

の
で
、
衆

徒
側
も
武
装
し

て
、
罪
科
あ
る

べ
し
と

コ

堂
…」
に
協
力
を

要
請
し
た
と

こ
ろ
、

「
一
黛
」

の
面

々
は
皆
領
状

し
た
。
両
者

の
関
係
が
こ

の
よ

う

に
緊
迫

し
た
と

こ
ろ
で
、
「
近
邊
之

一
門
」

が
中
に
入

っ
て
調
整
し
、
「
二
親

二
懸
事
」

す
な
わ
ち
縁
座

に
よ

る
親

族

へ
の
罪
科

の
適
用
は
免

除
す

る
と

い
う

こ
と

で
決
着
し
た
。
そ
こ
で
廿

一
日
、
衆
徒
側
は
武
装

せ
ず

に
定
松
房

・
賢
定

房

の

「
即
躰
」
、

つ
ま
り
本
人

の
身

柄
に
対
し

て
の
み
罪
科
を
処

し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
ま
た

「
一
門
」

の
口
入
が
あ

っ
て
、
七
月
十
三
日
に
は
そ

の
罪
科

も
免
除
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。

お
よ
そ
以
上

の
如
く

で
あ

る
。

で
は
次
に
、
事
件
経
過
に
沿

っ
て
い
く

つ
か
注

目
す

べ
き
点
を
指
摘
し

て
み
よ
う
。
第

一
点
は
、
定
松
房
が
衆
徒

の
蜂
起
を

「
不
成
立
」

に

(7

)

追

い
込

ん
だ

こ
と

で
あ
る
。

「蜂
起
」
と
は
、
=

味
同
心
」
・
コ

味
神
水
」
と

い
う

「
一
揆
」

の
作
法

に
よ

っ
て
作
り
出

さ
れ
る
寺
院
社
会
特

有

の
集
会

で
あ
り
、
「
強
訴
」

な
ど
寺

院
全
体

に
か
か
わ
る
重

大
問
題

の
決
定

の
際
や
、
犯
罪
者

の
追
捕

・
罪
科

・
免
除
な
ど
検

断
を
執
行
す

る
際
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
事
件
も
、
通
常

で
あ
れ
ば
定
松
房
等
を

「
刃
傷

ノ
科
」

に
処
し
て
終
わ
る
検
断
事
件

で
あ

る
か
ら
、
衆
徒
が
何

の
迷

い
も
な
く
蜂
起
を
行
お
う
と
し
た

の
は
当
然
で
あ

る
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
蜂
起

が
成
り
立
た
な
か

っ
た
と

い
う

の
で
あ

る
。

こ
れ
は
定
松
房

の

異
議
申

し
立

て
に
同
調
す

る
衆
徒
が
現
れ
、
「
一
味
同
心
」

の
状
態
を
作

る
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
た
め
で
あ

る
と
考
え
ら

れ
る
。
先

に
、
定

松
房
は
延
年
僧

の
中

や
下
膓
分

の
中
で
高

い
位
置
付
け
を
持

っ
て
い
た

の
で
は
な

い
か
と
推
測
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
中
膓
以
上

の
僧
侶
を
含
む

衆
徒
に
対
し

て
も
強

い
影
響
力
を
及
ぼ
す
人
脈
と
政
治
力
を
持

っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第

二
点
は
、
賢
定
房

・
定
松
房
兄
弟

が
即
時

に

「
武
者
」
を
動
員
す

る
こ
と
が
で
き

た
と

い
う
点

で
あ
る
。
「
武
者
」
は
在
地
武
士

の
こ
と

を
指

す
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
兄
弟
と
在
地
武
士
と

の
間
に
は
か
な
り
親
密

な
関
係
が
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
恐
ら
く

こ
れ
が
、
第

一
点
に
見
た
定
松
房

の
人
脈

・
政
治
力

の
背
景
と
な

っ
て
い
た

の
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
兄
弟

が
武
力
を
集
結
さ
せ
た

の
は

「寳

光

院
」

で
あ

っ
た
。

暦
応
四
年

(
=
二
四

一
)

八
月
廿
六

日
条

に
賢
定
房

の
他
界
記
事

が
あ

る
が
、
そ

こ
に
は

「實

恵
韻
雌
朧
得
業
他
界
、
」
と

記
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さ
れ

て
お
り
、
寳
光
院
は
賢
定
房

の
本
拠
と

な
る
子
院
で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
彼
等

兄
弟
が
在
地
武
士
達
を

こ
こ
に
集
め
た

の
も
そ

の
た

め
で
あ

ろ
う
。

第
三
点
は
、
賢
定

房

・
定

松
房
兄
弟

に
対
抗

し
て
武
装
し
た
衆
徒
が
、
=

黛
」

に
協
力
を
要
請
し
た
こ
と

で
あ

る
。
衆
徒
が
武

装
す

る

の

は
中
世
寺
院

に
お

い
て
別
段
珍

し

い
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
、
寺
外

の
勢

力
、

そ
れ
も
衆
徒
と
繋
が
り

の
あ
る
在
地
武
士
ら
し
き

コ

黛
」

に
対
し
協
力
を
求
め
た
と

い
う
点

は
重
要

で
あ

る
。
と

い
う

の
も
、
こ
れ
が
他

の
中
世
寺
院
と
同
様
、
法
隆
寺

の
寺
僧
集

団
が
寺
外

の
秩
序

・

勢
力
と
無

関
係
に
は
成
り
立
ち
得
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味

し
て

い
る
と
と
も
に
、
賢
定
房

・
定
松
房
兄
弟
側

の
在
地
武
士

の
力
が
侮
り
難

い
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を
証
し

て
い
る
か
ら

で
あ

る
。

第

四
点

は
、

「
近
邊

之

一
門
」
が

調
整

に
入

っ
て
よ
う

や
く
事
態

が
収
拾

し
た

こ
と
、
ま
た

そ

の
収
拾

案

の
要
点

が

「
二
親

二
懸
事
」

の

「御
免
」
す
な
わ
ち
縁
座
適

用

の
免

除
に
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
、

さ
ら

に

「
即
躰
」

の
罪
科

の
方

も

コ

門
」

の
口
入
に
よ

っ
て
三
週
間
で
免

除
さ
れ
た

こ
と
等

々
、
「
近
邊
之

一
門
」
・
「
一
門
」

に
関
す

る
部
分

で
あ
る
。
彼
等
が
賢
定
房

・
定

松
房

兄
弟

の

「
一
門
」

で
あ

る
こ
と

は
、

収
拾
案

の
内
容

や

「
即
躰
」

の
罪
科
が

ほ
と

ん
ど
実
効

の
な

い
も

の
に
な

っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。

そ
し

て
、
事

件

の
決
着
が
こ

の
よ
う
な
形

で
な
さ
れ
た
と

い
う

こ
と
は
、
こ
の

コ

門
」

の
力

が
衆
徒
側

の

=

黛
」

の
力
を
し

の
ぐ
も

の
で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
を
意
味

し
て
い
る
と
考
え

る
べ
き

で
あ

ろ
う
。

以
上
、
延
慶
三
年
六
月
六

日
に
起
き
た
賢
定
房

・
定
松
房
兄
弟
に
よ
る
刃
傷
事
件
を
通
し
て
、
法
隆
寺

の
寺
僧
集
団
が
在
地

の
勢
力

・
在
地

の
秩
序
と
無
関
係

で
は

い
ら
れ
な

か

っ
た
こ
と
、
中
で
も

「
下
膓

分
弓
風
流
」

に
出
演

し
た
延
年
僧

「
定
松
房
」

の

コ

門
」

が
、
法
隆
寺

に

大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
か
な
り
有
力
な
在

地
武
士
で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か

っ
た
。

で
は
、

そ
の
定
松
房

の

「
一
門
」
と

は
、
具
体
的
に
は
ど

の
武
士
団
を
指
し

て

い
た

の
で
あ

ろ
う
か
。
「
近
邊

之
」
と

い
う

の
で
あ
る
か
ら
、
法
隆
寺

周
辺

の
武
士

団
で
あ

る
こ
と
は
間
違

い
な

い
。
こ

の
点
を
念

頭
に
置
き

つ
つ
、
定
松
房
が
関
わ

っ
た
も
う

一
つ
の
延
慶

三
年

の
事
件

に

つ
い
て
考
察
し
て
み
た

い
。

(
8
)

事

件
は
七
月
五

日
の
夜

に
起

こ

っ
た
。
法
隆
寺

の
子
院

の

一
つ
蓮
城
院
に
強
盗
が
押
し
入

っ
た

の
で
あ
る
。
法
隆
寺

は
直
ち
に
犯
人

の
捜
索
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に
着
手

し
た
が
、
解
決

の
メ
ド
が
立
た
な
か

っ
た
た
め
、
結
局

「
解
文
」
を
放

つ
と

い
う
手

続
き
を
と
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
懸
賞
金
を

か
け
て
犯
人
を
捜
索
す

る

一
種

の
公
開
捜
査

で
あ

る
。
さ
ら
に
、
東
西

の
両
法

隆
寺
郷

・
龍

田

・
五
百
井
以
下
、
近
郷

の
十
七

ケ
所
に
牒
送
し

(9

)

て
郷
民
を
召
集
し
、

同
十
七
日
龍

田
社

に
お

い
て
合
同

の

「
大
落
書
」

を
行

っ
た
。
「
落
書
」
は

「
落
書
起
請
」

と
も
呼
ば

れ
、
神
仏
に
対
し

て
誓
約
を
さ

せ
た
上
、
自
分

の
知

っ
て
い
る
犯
人

の
名
前

や
、
風
聞
に
よ

っ
て
知
り
得
た
情
報
を
書
か
せ
て
匿
名

で
投
票
さ
せ
る
と

い
う
、
中

世
社
会

で
広
く
行

わ
れ
た
神
判

の

一
種

で
あ
る
。
落
書

の
開
き
役

と
し

て
、
法
隆
寺

か
ら

「尭
禅
房

・
禅
覧
房

・
賢

永
房

・
賢

禅
房

・
浮
舜

房

・
浮
泉
房

・
顕
了
房
」

の
七
人
が
出
仕
し
た
。

こ
の
う
ち

「
浄
舜
房

・
浮
泉

房

・
顕
了
房
」
が
延
年
僧

で
あ

る
。
落
書

の
総
数
は
六
百
余
通

に

の
ぼ
り
、

「實
謹
」
と

し
て
名
前
を
記
さ
れ
た
も

の
が
十
通
以
上
、
も
し
く

は

「
普
聞

(風
聞
)
」

に
よ
る
も

の
が
六
十
通
に
達
し
た
場
合
、

犯
人
と
断
定
す
る
旨
定
め
、

二
日
間
か
け

て
開

い
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
結
果
、
法
隆
寺

に
と

っ
て
極
め
て
具
合

の
悪

い
事
態

が
起
き

て
し
ま

っ
た
。
次
に
、
こ
れ
に

つ
づ
く
史
料
を
掲
げ

て
み
よ
う

。

而
定
松
房
廿
余
通

・
舜
識
房
+
九
通
、
此
二
人
令

二治
定

一之
問
、
十
七

ケ
所
當
寺

二
襲
向
、
於
二
寺
中
事

一者
、
惣
寺
可
レ
致

二
其
沙
汰

↓
被

二相

待

一

候

ヘ
ト
問
答

ス
ル
之
程

二
、
大
勢

口
池

ノ
邊

二
相
待
、
裳
両
郷
舜
識
房
坊

へ
相
向

之
庭
、

因
幡
法
橋

・
賢
定
房
得
業
、
率
二
人
勢

一馳
向
テ
追
返

了
、

日
既
暮
之

間
、
先
皆

々
退
散

畢
、
今

両
人

ハ
不
實
之
躰

也
、
為

二
両
人
之
沙
汰

↓
實

謹
之
盗
人
ヲ
可
二
搦
出

一云
々
、
次
日
有

二
集
會

↓
此

人
々
之
出
仕
止
了

す
な
わ
ち
、
法
隆
寺

僧
た
る

「
定
松
房
」

が
廿
余
通

に
、
「
舜
識
房
」
が
十
九
通

に
名

前
を
記

さ
れ

て
し
ま

っ
た

の
で
あ

る
。
寺
僧

が
犯
人
と

断
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
十
七
ケ
所

の
郷
民
は

い
き
り
立

っ
て
寺

に
押
し
寄

せ
て
来
た
。
寺

側
は
、
寺

中
の
問
題

に

つ
い
て
は
惣
寺
と

し
て

処
置
す
る
旨
返
答
し
何
と
か
説
得
し
よ
う
と
し
た
が
、
納
得

の
行
か
な

い
東
西
両
郷

の
郷
民
は
舜
識
房

の
坊
舎

へ
と
向
か

っ
た
。

こ
れ
を
見
た

「
因
幡
法
橋
」
と

「
賢
定

房
得
業
」
は
人
勢

を
率

い
て
駆
け

つ
け
、
郷
民
達
を
追

い
返
す
と

い
う
騒
ぎ
に
な

っ
た
。
そ
れ

で
も
、

日
が
暮
れ
た

の
で
、
そ

の
日
は
皆

退
散
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
人

は

「
不
實
之
躰
」

で
あ
り
、
彼
等
自
身

の
手

で
真
犯
人
を
捉
え

る
と

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

次

の
日
、
法
隆
寺

で
集
会
が
開
か
れ
、
彼
等

は
出
仕
停
止

の
処

分
を
受
け
た
。
記
事

は
そ
の
後
、
十

二
月
に
な

っ
て
、

二
人
が

「
初
石
八
郎
」
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と

い
う
男
を
捉
え

て
盗
品
と
と
も
に
寺

に
突
き
出
し
、

こ
れ
を

「
實
謹
之
躰
」
と
認
定

し
た
寺

が
彼
等
に
懸
賞
金
廿
貫
文
を
出

し
た
と

い
う
結

末
を
記

し
て

い
る
。
「
初
石
八
郎
」

は
法
隆
寺

の
北

辺
に
あ

る
極
楽
寺

で
頸
を
切
ら
れ
、
頸

は
三
日
間
さ
ら
さ
れ
た
と

い
う
。
以
上
が
、
事
件

経
過

の
概
要

で
あ

る
。

で
は
、
今
回
の
事
件

の
注
目
す

べ
き
点
を
指
摘

し
て
み
た

い
。
先
ず
、
法
隆
寺

の
検
断
手
続
き
と
し

て

「
解
文
」
・
「
落
書
起
請
」
が
あ

っ
た

と

い
う
点
、
ま
た

そ
の
対
象
地
域
が
寺
辺

の

「
十
七
ケ
所
」

で
あ

っ
た
と

い
う
点

、
こ
れ
ら
が

い
ず
れ
も
注
目
に
値
す

る
問
題
で
あ
る
こ
と
は

疑

い
な

い
。
た
だ
、
先

の
刃
傷
事
件

の
中

で
提
出

し
た
問
題
と

の
関
連

は
薄

い
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
こ
こ
で
は
あ
え

て
言
及
し
な

い
こ
と

に

す

る
。
と
す
る
と
、
第

一
に
注
目
す

べ
き
は
、
六
百
余
通

の
う
ち

の
廿
余
通
と
十
九
通
と
は
言
え
、
定
松
房

・
舜

識
房

の
二
人
が
郷
民
達
か
ら

強
盗

の
犯
人
と
名
指

し
さ
れ
た
点
で
あ

ろ
う

。
尤
も
、
後

に
真
犯
人
と
思
し
き

人
物
を

二
人

の
手

で
搦

め
進
め
て

い
る
の
で
か
ら
、
こ
の
件

に

関
し

て
は
無
実

の
罪

で
あ

っ
た

の
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
定
松
房
は
六
月
六
日
に
も
刃
傷
事
件
を
起

こ
し
て
お
り
、
そ

の
行
状

に
は
実
際

目

に
余
る
も

の
が
あ

っ
た
の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。
無
論

、
こ
う
し
た
行
状

の
悪

さ
が
個
人

の
資
質
に
基
づ
く

も

の
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま

で

も
な

い
。
し
か
し
、
彼
を
法
隆
寺
に
送
り
込

ん
だ
在
地
勢
力

の
強
力
な
後
押
し
や
保
護
が
あ

っ
た

こ
と
も
否
定

で
き
な

い
で
あ

ろ
う
。
要
す

る

に
、
定
松

房
等

は
在

地

の
有
力
者
を

「
一
門
」

に
持
ち
、
そ

の
権
勢
を
利
用
し
て
は
ば
か
ら
な

い
、
言
わ
ば

「
悪
僧
」

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

し
か
し
、
延
年
と

の
関
係

で
言
え
ば
、
定
松
房

の
よ
う
な

「
悪
僧
」

で
す
ら
延
年
に
出
演
す

る
こ
と
が

で
き

た
と

い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
れ

は
、
前
稿
及
び
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う

に
、
当
時

の
法
隆
寺

の
延
年
が
、

い
ま
だ

「
遊
僧
」

の
よ
う
な
遊
芸
専
門

の
僧
侶
を
輩
出
す
る
段

階

で
は
な
く
、
寺

に
よ
る
組
織
化

は
な
さ
れ

つ
つ
あ

る
も

の
の
、
僧
侶

の
素
人
芸

の
域
を
出
な

い
過
渡
的
な
段

階
に
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
を
物

語

る
と
と
も
に
、
在
地

の
勢
力
が
延
年
僧

の
人
選

や
延
年

の
執
行
に
何
ら
か

の
影
響
を
与
え

て

い
た
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
る
も

の
で
あ
る
。

第

二
に
注

目
す

べ
き

は
、
寺
側

の
制
止
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
力
行
使

に
出

よ
う
と
し
た
郷
民
達
に
対
し
、
因
幡
法
橋
と
賢
定
房
が
人
勢
を
率

い
て
駆
け

つ
け
郷
民
達
を
追

い
返
し
た
と

い
う
点

で
あ
る
。
賢
定
房
は
、
六
月

六
日
の
刃
傷
事

件

で
見
た
よ
う

に
定
松
房

の
兄

で
あ

る
か
ら
、
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定
松
房
側

に
立

っ
て
行
動
す

る
の
は
当
然

で
あ
ろ
う
。
で
は
、
因
幡
法
橋
と
は
ど

の
よ
う
な
人
物

だ

っ
た

の
で
あ

ろ
う

か
。

『嘉
元
記
』

で
は
、
因
幡
法
橋
に
関
し
て
他

に
二

つ
の
記
事
を
載

せ
て

い
る
。
延
慶
三
年

五
月
三
日
条
と
同
四
年
六
月
四
日

・
六
日
条

で
あ

る
。

前

者
は
、
龍

田
の
市

で

「
丹
後
圓
行
入
道
」

と

い
う

彼

の
所
従
が
刃
傷

さ
れ
、

こ
れ
に
怒

っ
た
因
幡
法
橋

が

「
上
下
+
四
五
入
」

を
率

い
、
夜

陰

に
乗
じ

て
龍
田
に
攻

め
寄

せ
た
事
件

で
あ

る
。
し
か
し
、
龍
田
側
も
襲
撃
を

予
想
し

て
い
た

の
か
、
因
幡
法
橋
達

は
逆
に

「散

々
二
射

ラ
レ

テ
、
拝
殿

へ
引
龍
」
り
、
寺

の
東
西

の

「
早
金
」
が
打
ち
鳴

ら
さ
れ
て

「
近
邊
皆
馳
集
」
ま
る
と

い
う
騒
動
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
彼
等

が
拝

殿
か
ら
引
き
出
さ
れ
た

の
は
暁
方

に
な

っ
て
か
ら
で
あ

っ
た
。

こ
の
事
件
も
、
武
力
に
頼

る
因
幡
法
橋

の

「
悪
僧
」

ぶ
り
、
そ
れ
に
振
り
回

さ

れ
る
法
隆
寺

の
姿
が
如
実

に
示
さ
れ
て
い
て
面
白

い
が
、
さ
ら
に
興
味
深

い
の
は
事
件
後

の
処
置

に
関
す
る
以
下

の
記
述

で
あ
る
。

其
後
依
二
龍
田
之
訴
訟

↓
因
幡
法
橋

・
舜
顕
房
五
師
両
人
、
院
家

一
乗
院
ヨ
リ
有
二
其
沙
汰
↓
早
鐘

ヲ
ハ
寺
無

二存
知

一之
由
申
開
了
、
両
人
ヲ
ハ
別

當

ヨ
リ
見
封
ノ
罪
科
了
、
寺
勘
也
、
小
泉

ヲ
ハ
院
家

ヨ
リ
罪
科
云
々
、
程
不
レ
久
シ
テ
免
了

(-o

)

す
な
わ
ち
、
龍

田
側
が
大
和
守
護

の
権
能
を
持

つ
興
福

寺
に
訴
訟
を
提
起

し
、
時

の
興
福
寺

別
当

で
あ

る

「
院
家

一
乗
院
」
良

信
大
僧
正
か
ら

因
幡
法
橋

・
舜
顕
房

の
二
人
が
罪
科
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
の
時
舜
顕
房
は
、
大
衆
を
代
表
し
寺
僧
集
団
を
運
営
す

る
五
師

の
地
位
に
あ
り
、

こ
う

し
た
僧
侶
が
因
幡
法
橋
に
加
担
し

て
い
た
と

い
う

こ
と
は
、
法
隆
寺
内

に
く

い
込

ん
だ
彼

の
強
力
な
人
脈

・
政
治
力
を
う

か
が
わ
せ
る
。

し
か
し
、
法
隆
寺

の
惣
寺
に
と

っ
て
、
こ
れ
が
必
ず

し
も
好
ま
し

い
状
態

で
あ

っ
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
と

い
う

の
も
、
早
鐘
を
槌

い
た
問
題

(
11

)

で
は

「寺
無

二存
知

一之
由
申

開
」
き
を
し
て
、
惣
寺

が
関
わ

っ
て
い
な
か

っ
た

こ
と
を
主
張
し
、
法
隆
寺
別
当
た
る
興
福
寺

西
南
院

の
実
聡
に

よ
る

「見
封

ノ
罪
科
」
を
受

け
て
両
人
を

「寺

勘
」

に
処
し

て
い
る
か
ら

で
あ

る
。
因
幡
法
橋
等
を
支
持

す
る
グ
ル
ー
プ

に
と

っ
て
も
、

こ
れ

は
興
福
寺
と

の
上
下
関
係

・
力
関
係
か
ら
言

っ
て
、
当
面
は
受
け
入
れ
ざ

る
を
得
な

い
措
置
で
あ

っ
た
に
違

い
な

い
が
、
そ
れ
に
し
て
も

「寺

勘
」
と

い
う

の
は
穏

や
か
で
は
な

い
。
や
は
り
、
寺
内
に
因
幡
法
橋
等
を
批
判
す
る
動
き
が
あ

っ
た
こ
と
は
確

か
で
あ

ろ
う
。

そ
し
て
、
最
も
注

目
す

べ
き

は
、

こ
れ
に
続
く

「
小
泉

ヲ
ハ
院
家

ヨ
リ
罪
科
」

と

い
う
記
述

で
あ

る
。
小
泉
氏
は
興
福
寺

の
大
乗
院
門
跡
方

(
12
)

に
属
す

る
衆
徒

で
、
法
隆
寺

の
北
東

辺

一
帯
を
地
盤
と
す
る
有
力
な
在
地
武
士

団
で
あ
る
。
な
ぜ
突
然

こ
こ
に
小
泉

の
名
前
が
出
て
き
た

の
で
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あ

ろ
う

か
。

そ
れ
は
、
因
幡
法
橋
等

と

の
関
係
を
抜
き

に
し

て
は
考
え
ら
れ
な

い
。

つ
ま
り
、
因
幡
法
橋
等

の

コ

門
」

で
あ
り
、
彼
等
を
法

隆
寺
に
送
り
込

ん
で
い
た
在
地
武
士
団
は
小
泉
氏

で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
こ
と

は
、
延
慶

四
年

(
=
二
=

)
六
月
四
日
に
起
き

た
も
う

一
つ
の
事
件
に
よ

っ
て
も
確
認

で
き

る
。

こ
れ
は
、
因
幡
法
橋
と
そ

の

「舎
弟
浮
圓
房
」

の
下
人
が
、
「
小
泉
之
北
浦

ニ
テ
」

「
田
中
之
殿

原
」

に
殺
害
さ
れ
た
事
件

で
あ

る
。
小
泉
側

は
報
復

の
た
め
直
ち

に
田
中

へ

攻
め
寄
せ
、
六

日
、
再
度
攻
撃
を
し
か
け
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
で
仲
裁
が
入
り
、

田
中
側
が
引
き
退

い
て
決
着
し
た
。
こ
こ
に
出

て
く
る
因
幡

法
橋

の

「
舎
弟
浄
圓
房
」
は
、
元
弘

二
年

(
=
二
三
二
)
七
月
に
起
き
た
立
野
と
窪
田
と

の
合
戦

に
関
す
る
記
事

の
中

で

「
小
泉
津
圓
房
」

と

記
さ
れ
て

い
る
人
物

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
、
因
幡
法
橋

・
浮
圓
房

の

=

門
」

が
小
泉
氏

で
あ

っ
た

こ
と

は
明
ら
か

で
あ
る
。
要
す

る
に
、
因
幡
法
橋
等
が

日
常

的
に
武
力
を
行
使

し
、
法
隆
寺
内

で
ほ
と

ん
ど
わ
が
も

の
顔

に
振

る
舞

っ
て

い
た

の
も
、
法
隆
寺
周
辺

の
最
大

の
武
士
団

で
あ

る
小
泉
氏
を
後

ろ
盾
と
し

て

い
た
か
ら
に
他
な
ら
な

い
。
先

に
見

た
五
月
三
日
の
龍

田
襲
撃

の
件

で
、
彼
等

が

「
寺
勘
」

に
処

せ
ら
れ
な
が
ら

「
程
不
レ
久
シ

テ
免
」

ぜ
ら
れ
た
背
後
に
も
、
小
泉

「
一
門
」

に
よ
る
政
治
的
圧
力
と

い
う
事
情

が
あ

っ
た

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

こ
う

し
た

こ
と
が
法
隆

寺

の
惣
寺

に
と

っ
て
好
ま
し

い
ζ
と

で
な

い
の
は
勿
論

で
あ

る
が
、
現
実
問
題
と
し
て
は
受

け
入
れ
ざ

る
を
得
な

い
も

の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ

る
。と

こ
ろ
で
、
因
幡
法
橋
と
小
泉

氏
と

の
関
係
を
追

っ
て
き
た

の
は
、
そ
も

そ
も
賢
定
房
が
弟

の
定
松

房
等
を
守
る
た

め
に
彼
と
行
動
を
共
に

し
て

い
た
か
ら
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
賢
定
房

・
定
松
房
兄
弟

の
行
動

パ
タ
ー

ン
が
他

の
寺
僧
と

は
異
な
り
、
む
し

ろ
因
幡
法
橋

の
行
動

に
通
じ

る
部
分
が
多

い
と

い
う
点
も
、
こ
れ
ま

で
に
挙
げ
た
諸
事
例

に
よ

っ
て
確
か
め
ら
れ
た
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
賢
定
房

・
定
松
房
兄

弟

の

「
】
門
」
、
最
初

に
見

た
延

慶
三
年

六
月

の
刃
傷
事
件

に
お

い
て
問
題

に
な

っ
た

「
近
邊
之

一
門
」
も

小
泉
氏

で
あ

っ
た
と
言
う

こ
と
が

で
き

る
で
あ

ろ
う
。

以
上
、
長

々
と
論
証

に
紙
幅
を
費

や
し
て
き
た
が
、
こ
れ

で
延
年
僧

の

一
入
定
松
房
と
在
地
と

の
関
係
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
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考
え

る
。
す
な
わ
ち
、
定
松
房
は
在
地

の
有
力
武
士
団
小
泉
氏
か
ら
法
隆
寺

に
入

っ
た
、
或

い
は
送
り
込
ま
れ
た
僧
侶

で
、
彼
が
惣
寺

の
意
図

か
ら
半
ば
独
立

し

つ
つ
自
己

の
主
張
を
押
し
通
し
、
大
胆
に
行
動
し
て

い
た

の
も
、
小
泉

一
門

の
後

ろ
盾

を
得

て

い
た
か
ら

で
あ
る
と
言
え

る
。

そ
し

て
、

そ
れ
は
恐
ら
く
、
延
年

の
執
行

に

つ
い
て
も

同
様

で
あ

っ
た
ろ
う
。

つ
ま
り
、
先

に
見
た

よ
う

に
、

(イ
)

の
延
年

の

「
弓
風
流
」

に
お

い
て

「
神
主
」

と

い
う
重
要
な
役
柄
が
定
松
房
に
割
り
当

て
ら
れ
た

の
も
、
彼

の
延
年

の
技
量

が
優
れ
て

い
た
か
ら
で
は
な
く
、
小
泉

一

門

の
後
押

し
に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ

る
。
こ
の
よ
う

に
延
年

の
執
行

・
そ

の
配
役

の
決
定
な
ど

に
は
、
多

か
れ
少

な
か
れ
、
延
年

僧

の
出
身

母
体

の
勢
力

が
影
響
を
及

ぼ
し

て
い
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

尤
も
、
定
松
房
は

(イ
)

の
延
年

に
し
か
出
演

し
て
お
ら
ず
、
当
該
時
期

の
典
型
的

・
代
表

的
な
延
年
僧
と
は
と

て
も
言
え

な

い
。
延
慶

三

年
七
月

の

「
大
落
書
」

で

「
開
衆
」
と
し

て
出
仕
し
た

「
浄
舜

房

・
浮
泉
房

・
顕
了
房
」

の
三
人
な
ど
と
は
比
ぶ

べ
く
も
な

い
。
し
か
し
こ
の

三
人

の
場
合
、
残
念

な
が
ら
在
地
と

の
関
係
を
は

っ
き
り
と
把
握

で
き
る
よ
う
な
史
料
が
見
当

た
ら
な

い
の
で
あ

る
。
ま
た
、
定
松
房
が

「
悪

僧
」

で
あ

っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
彼

の
事

例
を

一
種

の
特
例
に
過
ぎ
な

い
と

み
な
す
見
方
も
で
き

る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
在
地
と

の
関

係
を
追
跡

で
き
る
延
年
僧
が
他

に

い
な

い
以
上
、
彼

の
事
例
を
も
と
に
し
て
考
え

る
し
か
手
立

て
は
な

い
と
思
わ
れ

る
。
と
す
れ
ば
、
「遊
僧
」

に
よ
る
延
年

の
執
行
と

い
う
段
階

に
達
し
て

い
な

い
こ
の
時
期

の
法
隆
寺

に
お

い
て
は
、
定
松
房

の
例
は
極
端
な
例

で
あ
る
と
し
て
も
、
延
年

芸

の
技
量
だ
け

で
な
く
、
在
地
勢
力
と

の
関
係
が
延
年
僧

の
活
動

に
少
な

か
ら
ぬ
影
響
を
与
え

て

い
た
と

い
う
こ
と

は
や
は
り
否
定
で
き
な

い

と
言
え
よ
う
oお

わ
り
に

以
上
、
鎌
倉
末

・
南
北
朝
期

の
法
隆
寺
と
延
年

に

つ
い
て
、
前
稿

に
引
き
続
き
延
年
僧

に
着
目
し
て
考
察
を
行

っ
た
。
そ

の
結
果
、
当
該
時

期

の
法
隆
寺

延
年
僧

の
全
体
像
、
ま
た
延
年
僧
を
取
り
巻
く
環
境
な
ど
を
あ
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
た
だ
、
執
筆
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を
終
え

て
み
る
と
、
考
察

に
必
要
な
史
料
を
見
落
と

し
て

い
た
り
、
史
料
解
釈

や
論
証
が
不
十
分

で
あ

っ
た
り
、
不
備
な
点

が
色
々
と
見
ら
れ

る
の
で
は
な

い
か
と
気

に
か
か
る

の
は

い
つ
も

の
通
り

で
あ
る
。
是
非
、
大
方

の
御
批
判

・
御
教
示
を
賜
り
た

い
。

ま
た
、
延
年
と

い
う
主
題
に
関
し
て
言
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
残
さ
れ
た
課
題
は
多

い
。
そ

の

一
つ
と
し
て
、
延
年

の
芸
能
が
行
わ
れ
た
場
睡
空

間

の
問
題
を
挙
げ

る
こ
と
が

で
き

る
。
法
隆
寺

で
は
、
境
内

の
諸
院
家

の
前
庭
、
た
と
え
ば
聖
霊
院

や
寳
光
院

の
前
な
ど
で
行
わ
れ
る
場
合
、

境
内
を
出

て
、
た
と
え
ば
寺

の
北
辺
に
位
置
す
る
龍
池

社

の
蔵
王
堂

の
前
な
ど

で
行
わ
れ
る
場
合
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
場
所
、
空
間
に
は

い
か
な

る
役
割

が
与
え
ら
れ

て
い
た

の
か
。
そ
こ
で
行

わ
れ
る
延
年
会

の
目
的
、
延
年
芸
能

の
持

つ
意
味
と
は
ど

の
よ
う
な
繋
が
り
が
あ

っ
た

の
か
。

こ
う

い

っ
た
問
題

で
あ

る
。
ま
た
、
か
な
り
詳

細
な
史
料
を
残
し

て
い
る
東
大
寺

や
興
福
寺
な
ど
南
都

の
延
年

や
、
戦
国
期

の
も

の
で

は
あ

る
が
延
年

の
詳
し

い
台
本
を
残
す
多

武
峰

の
延
年

と

の
比
較
検
討
な
ど
も
行
わ
な
く

て
は
な
ら
な

い
作
業

の

一
つ
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
、

風
流

・
連
詞

・
開
口

・
当
弁

(答
弁
)

な
ど
延
年

の
諸
芸
能
と
、
猿
楽

や
田
楽
、
ま
た
能

・
狂
言
と

の
交
流
や
影
響
関
係
と

い

っ
た
、
芸
能
史

上
に
お
け
る
極

め
て
大
き
な
問
題
が
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な

い
。

一
方
、
本
稿

で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
法
隆
寺
関
係

の
根
本

史
料
と

さ
れ

て
い
る

『嘉
元
記
』
・
『寺
要
日
記
』

等
に

つ
い
て
も
、
記
主
は

一
体
誰
で
あ

っ
た

の
か
、
記
事

は
ど

の
よ
う
な
基
準

で
ど

の
よ
う

な
資
料
を
も
と

に
選
ば
れ
た

の
か
な
ど
、
そ

の
史
料
と

し
て
の
基
本
的
な
性
格
を
再
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

以
上
、
ざ

っ
と
並

べ
て
み
た
だ
け

で
も
、
残
さ
れ
た
課
題
は
こ
ん
な

に
も
多

い
。
ま
た
、
数

の
多

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

一
つ

一
つ
の
課

題

の
持

つ
内
容
的
な
広
が
り

・
深
さ
を
考
え

る
と
た
だ

た
だ
当
惑
す

る
ば
か
り

で
あ
る
。
し
か
し
、
当
惑
し
て
ば
か
り

は

い
ら
れ
な

い
。
可
能

な
も

の
か
ら
、

一
つ

一
つ
地
道

に
と
り
か
か

っ
て
い
く

こ
と

に
し
た

い
。

注(1
)

『多
武
峰
延
年
詞
章
』

に
関
し
て
は
志
田
延
義
氏
編

『続
日
本
歌
謡
集
成
』
第
二
巻
中
世
編

(東
京
堂
出
版
、

一
九
六

一
年
)
、
本
田
安
次
氏
編

『日

本
の
民
俗
藝
能
』

(木
耳
社
、

一
九
六
九
年
)

に
史
料

の
翻
刻
と
詳
し

い
解
説
が
あ
る
。
そ
の
他

の
延
年
関
係
の
史
料
は
、
藝
能
史
研
究
会
編

『日
本
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庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
二
巻

(一一=

書
房
、

一
九
七
四
年
)

に
詳
し

い
。

(2
)

能
瀬
朝
次
氏

『能
楽
源
流
考
』

(岩
波
書
店
、

一
九
三
八
年
)
、
成
瀬

=
二
氏

『能
楽
の
研
究
』

(私
家
版
、

一
九

三
八
年
)
、
林
屋
辰
三
郎
氏

『中
世

芸
能
史

の
研
究
』

(岩
波
書
店
、

一
九
六
〇
)
、
植
木
行
宣
氏

「延
年
芸
能
の
展
開
-
先
行
芸
能
か
ら

の
継
承
と
創
造
f
」

(『風
俗
』

二
i

四
)
、
同
氏

「
延
年
風
流
と
そ
の
形
成
」

(『藝
能
史
研
究
』

一
一
、

一
九
六
五
年
)
、
同
氏

「
『能
』
形
成
前
の
猿
楽
」

(『藝
能
史
研
究
』

二

一
、

一
九
六
八
年
)
、
北

川
忠
彦
氏

『観
阿
弥

の
藝
流
』

(三
弥
井
書
店
、

一
九
七
八
年
)
、
藝
能
史
研
究
会
編

『日
本
芸
能
史
』
第
二

・
三
巻

(法
政
大
学
出
版
局
、

一
九

八

二

・
三
年
)
等

(3
)

同
氏

「南
都
寺
院
に
お
け
る
衆
徒

の
延
年
結
構
-
倉
議
の
芸
能
化
を
め
ぐ

っ
て
ー
」

(『藝
能
史
研
究
』

一
〇
三
、

一
九
八
八
年
)
、
「延
年
発
生

の
諸

相
-

示
威

・
闘
諄

・
介
入
、
異
形
の
芸
能
1
」

(『芸
能
』

一
九
八
九
年

一
月
号
)
、
「賓
客
来
臨

・
任
官
儀
礼
と
延
年
ー
延

年
発
生
に
つ
い
て
の

一
考
察

ー
」

(
『儀
礼
文
化
』

一
四
、

一
九
九
〇
年
)
、
「延
年
風
流
-
華
麗
な
る
越
境
唾
」

(『音
と
映
像
と
文
字
に
よ
る

〈大
系
〉

日
本
歴
史
と
芸
能
』
第
九
巻
、

平
凡
社
、

一
九
九

一
年
)
、
「
延
年
風
流

の
ド
ラ

マ
ツ
ル
ギ
i

(上

・
下
)
」

(
『月
刊
百
科
』

三
四
九

・
三
五
〇
、

一
九
九

一
年
)
、
「室
町
期
興
福
寺

の

延
年
」

(『和
光
大
学
人
文
学
部
紀
要
』

二
八
、

一
九
九
三
年
)
等

(4
)

拙
稿

「
『嘉
元
記
』
に
見
え
る
延
年
」

(
『遙
か
な
る
中
世
』

エ

ハ
、

一
九
九
七
年
)

(5
)

『嘉
元
記
』
・
『寺
要
日
記
』
・
『寺
務
御
拝
堂
注
文
』

は
そ
れ
ぞ
れ

『影
印
本

法
隆
寺
史
料
集
成
』
五
、

『同
』
六

・
七
、

『同
』
二

(ワ
コ
ー
美
術

出
版
株
式
会
社
、

一
九
八
四

・
五
年
)
を
、

『請
雨
奮
記
』
・
『寺
務
拝
堂
奮
記

(原
題

寺
務
御
拝
堂
事
)
』
・
『法
隆
寺
衙
伍
師
年
会
所
奮
記
』
は
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
写
真
帳

『法
隆
寺
記
録
』
を
、
『法

隆
寺
別
当
次
第
』
は

『続
群
書
類
従
』
四
下
を
用

い
た
。
本
文
中
、
と
く
に
断
り
な
く

史
料
を
挙
げ
て

い
る
場
合
は

『嘉

元
記
』

か
ら
の
引
用
で
あ

る
。
ま
た
、
法
隆
寺
及
び
法
隆
寺

の
史
料
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
林
屋
辰
三
郎
氏

「
南
北
朝
時
代

の
法
隆
寺
と
東
西
両
郷
」

(同
氏

『中
世
文
化

の
基
調
』

東
京
大
学
出
版
会
、

一
九

五
三
年
、
た
だ
し
初
出
は

一
九

四
六
年
)
、
太
田
順

三
氏

「室
町
時
代

の
法
隆
寺
寺
院
組
織

の

一
様
相
」

(
『早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』

一
五
、

一
九
六
九
年
)
、
間
中
定
泉
氏

・
高
田
良
信

氏

『法
隆
寺
』

(学
生
社
、

一
九
七
四
年
)
、
高
田
良
信
氏

『法
隆
寺
子
院

の
研
究
』

(同
朋
社
出
版
、

一
九
八

一
年
)
、
林
幹
彌
氏

『太
子
信
仰

の
研

究
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
〇
年
)
、
勝
又
壽
久
氏

「
『嘉
元
記
』
康
永
三
年
閏

二
月
十

五
日
条
を
め
ぐ

っ
て
」

(『内
乱
史
研
究
会
会
報
』
七
、

一
九

八
七
年
)
、
同
氏

「
『嘉
元
記
』
索
引

(人
名
編
)
」

(『内
乱
史
研
究
会
会
報
』
八
、

一
九
八
八
年
)
、
細
川
涼

一
氏

「
戦
国
時
代

の
法
隆
寺
と
門
前
検

断
」

(中
世
寺
院
史
研
究
会
編

『中
世
寺
院
史

の
研
究
』

上
、
法
蔵
館
、

一
九

八
八
年
)
、
同
氏

「
中
世
の
法
隆
寺
と
寺
辺
民
衆
」

(同
氏

『中
世

の
身

分
制
と
非
人
』
、
日
本

エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、

一
九
九
四
年
、
た
だ
し
初
出
は

一
九
八
三
年
)
、
山
岸
常
人
氏

「南
北
朝
期
法
隆
寺

の
僧
団
と

法
会
」

(佐
藤
道
子
氏
編

『中
世
寺
院
と
法
会
』
、
法
蔵
館
、

一
九
九
四
年
)
等
が
あ
る
。
本
稿
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
参
考
に
さ
せ
て
頂

い
た
。

(6
)

広
島
県
甲
奴
郡
上
下
町
の

「
弓
神
楽
」
な
ど
、
備
後
地
方
の
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
神
事
芸
能
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(7
)

「蜂
起
」

に
関
し
て
は
、
勝
俣
鎮
夫
氏

『
一
揆
』

(岩
波
書
店
、

一
九
八
二
年
)
、
安
田
次
郎
氏

「
興
福
寺

『衆
中
』
に

つ
い
て
ー
そ
の
呪
術
的
側
面

1
」

(
『名
古
屋
学
院
大
学
論
集
』

二
〇
-

二
、

一
九
八
四
年
)
、
久
野
修
義
氏

「
中
世
寺
院
の
僧
侶
集
団
」

(朝
尾
直
弘
氏

・
網
野
善
彦
氏

・
山

口
啓
二

氏

・
吉

田
孝
氏
編

『
日
本

の
社
会
史
』
⊥ハ
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
八
年
)
、
藤
原
良
章
氏

「法
螺
を
吹
く
」

(『こ
と
ば

の
文
化
史
』

〔中
世
三
〕
、
平
凡

社

、

一
九
八
九
年
)
、
拙
稿

「
『蜂
起
』

小
考
」

(石
井
進
氏
編

『都
と
鄙

の
中
世
史
』
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九

二
年
)
等

の
研
究
が
あ
る
。
ま
た
、
筆

者

は
右

に
挙
げ
た
拙
稿
に
お

い
て
、
相
対
立
す
る
僧
侶
集
団
の
間
で
は
し
ば
し
ば
相
手
方
の

「蜂
起
」
を
阻
止
す

る
行
動
が
と
ら
れ
た
と

い
う
点
を
指

摘
し
た
。
「定
松
房
」

の
行
動
は
ま
さ
に
そ

の
好
例
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

(8
)

こ
の
事
件
に

つ
い
て
は
、
酒
井
紀
美
氏

「中
世
社
会
に
お
け
る
風
聞
と
検
断
」

(『歴
史
学
研
究
』

五
五
三
、

一
九
八
六
年
)
に
詳
し
い
。

(9
)

「落
書
起
請
」

に
つ
い
て
は
、
渡
辺
澄
夫
氏

「中
世
社
寺
を
中
心
と
せ
る
落
書
起
請

に
就

い
て
」

(
『史
学
雑
誌
』
五
六
-

三
、

一
九

四
五
年
)
、
荻
野

三
七
彦
氏

「落
書
起
請

に
関
す
る

一
起
請
文

へ
の
理
解
-
東
大
寺
知
足
院

の
本
尊
盗
難
事
件
に
関
連
し
て
」

(
『古
文
書
研
究
』
五
、

一
九
七

一
年
)
、

千
々
和
到
氏

「中
世
民
衆

の
意
識
と
思
想
」

(『
一
揆
』

四
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八

一
年
)
、
瀬
田
勝
哉
氏

「神
判
と
検
断
」

(朝
尾
直
弘
氏

・
網

野
善
彦
氏

・
山
口
啓

二
氏

・
吉
田
孝
氏
編

『日
本

の
社
会
史
』

五
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
七
年
)
等

の
研
究
が
あ
る
。

(10
)

窟
ハ福
寺
別
当
次
第
』

四
、

『大
乗
院
日
記
目
録
』
等

に
よ
る
。

(11
)

『法
隆
寺
別
当
次
第
』
等

に
よ
る
。
な
お
、
当
時
、
法
隆
寺
別
当
に
は
興
福
寺
僧
が
補
任
さ
れ
る
慣
例
に
な

っ
て
い
た
。

(12
)

小
泉
氏
及
び
興
福
寺
の
衆
徒

・
国
民
制
な
ど
に

つ
い
て
は
、
永
島
福
太
郎
氏

『奈
良
文
化

の
傳
流
』

(目
黒
書
店
、

一
九
五

一
年
)
、
同
氏

『奈
良
』

(吉
川
弘
文
館
、

一
九
六
三
年
)
、
朝
倉
弘
氏

『大
和
武
士
』

(『奈
良
県
史
』

=

、
名
著
出
版
)
等
に
詳
し
い
。
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